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令和７年度大阪府心の輪を広げる障がい者理解推進事業 

 応募期間：令和７年７月１日（火）～令和７年９月２日（火） ※必着  

 
 

重度障がい者施設等での歯科保健指導奉仕活動 実施施設募集 

  

「食塩の過剰摂取」は高血圧の人、あるいは、高
齢者の栄養課題だと捉えている人が多いかもしれ
ません。 しかし、日本では 男女とも 20 歳以上の
全ての年齢階級で「健康日本 21（第二次）」の目
標には達していない状況 であり、全世代が取り組
むべき課題となっています。 

出典元：厚生労働省ウェブサイト 健康的で持続可能な食環境戦略 
イニシアチブ 日本の栄養・食生活と健康に関する課題より抜粋  

 

 

 
 
    

OSAKA DENTAL HYGIENISTS’ ASSOCIATION  第８６号 ２０２５年 ７月４日発行 

 

No.７－２ 

 

 
 

2018（平成 30）年の日本の「相対的貧困率」は
15.4％、「子どもの貧困率」は 13.5％となっていま
す。また、主な先進国で国際比較すると、日本は
「子どもがいる現役世代のうち、一人親世帯の貧
困率」が高くなっています。国民健康・栄養調査
結果によると、食品を選択する際に「栄養価」を
重視すると回答した者の割合は、世帯所得が
200 万未満の世帯員で有意に低くなっています。 
 

障がい者に対する府民の理解の推進を図るため、府民を対象に「心の輪を広げる体験作文(電子メール
での応募可)」「障がい者週間のポスター（小中学生対象）」を公募しています。 

治療困難な方にとって毎日のお口の手入れは、健康を維持するためにとても大切です。お困りのことやわからないことなどが
ありましたらご相談ください。一緒に考えていきたいと思います。 
施設等での歯科保健指導をご希望の方は、当会までお問い合わせください。 

大阪府歯科衛生士会では、障がい児や障がい者への口腔衛生指導や歯みがき指導を行っています。 

 

 

「栄養の日・栄養週間」が生まれ変わります！ 

２０２５年の「栄養の日・栄養週間」は全国各地の管理栄養士・栄養士の活動をより広く発信す
ることを趣旨としてリニューアルします！国においては、注力して取り組むべき主な栄養課題と
して、「食塩（ナトリウム）の過剰摂取」、「若年女性のやせ」、及び「経済格差に伴う栄養格差」を
掲げ、誰一人取り残さない栄養改善の取り組みを推進しています。 
「栄養の日・栄養週間 2025」では管理栄養士・栄養士の多様な活動の場において栄養課題の
解決を使命として国民運動を展開し、更なる「ジャパン・ニュートリション」管理栄養士・栄養士の
活動範囲の拡大とともに、その成果を国内外に発信する機会とします。 

 食塩（ナトリウム）の過剰摂取 

食塩摂取量の目標値と現状値(g/日) 

 若年女性のやせ 

日本の 20 歳台、30 歳台女性のやせの者の
割合は中長期的には増加傾向を示しており、
主な先進国の中でも、成人女性のやせの者
の割合は最も高くなっています。若年女性の
やせは、骨量減少、低出生体重児出産のリ
スク等と関連があることが示されています。 
 

公益社団法人日本栄養士会ウェブサイトより 

出典元：関東労災病院 治療就労両立支援センター 予防リーフレット改変 

 経済格差に伴う栄養格差 
 

※「子どもがいる現役世帯」における、大人の人数別の貧困率（2018年） 

「大人が一人」世帯    48.1％     48.3％ 

「大人が二人」世帯    10.7%           11.2% 

（旧基準） （新基準） 
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